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調査研究期間等 

調査研究期間 委託を受けた日 ～ 平成31年３月15日 

調査研究事項 ≪委託研究Ⅰ≫ 

ア 都道府県、市町村それぞれに求められる役割に関すること 

ウ 協議及び連絡調整を行う事項に関すること 

オ その他都道府県と市町村の役割分担に関すること 

調査研究のねらい 〇夜間中学の周知・広報に係ること 

  夜間中学への理解及び夜間中学希望者への周知を図る効果的

な方法、具体的な実施方法について検討し、周知・広報する。 

〇夜間中学のニーズ調査に係ること 

  夜間中学入学希望者のニーズを適切に把握するための有効な

調査方法を検討し、実態把握につなげていく。 

〇義務教育未修了者等の教育機会の確保等について 

  京都府内の状況を踏まえ、義務教育未修了者等の教育機会の

確保に関し、都道府県と市町村に求められる役割等について検

討・整理する。 

調査研究の成果 

 

 

 

 

（検討内容） 

○第１回検討会議 

 ① 確認事項 

  ア  京都府教育委員会夜間中学の設置に係る検討会議設置 

要綱について 

  イ 委員長の選出 

② 協議内容 

  ア 現状及び課題の把握について 

(ｱ) 夜間中学の現状 

   (ｲ) 国の動向 

   (ｳ) 京都府の状況 

イ 夜間中学の周知・広報について、ニーズの把握について 

   (ｱ) 調査研究のねらい 

   (ｲ) 夜間中学に関するアンケート用紙（案）の内容や設置 

場所及び広報の仕方を検討 

○第２回検討会議 

① 協議内容     

ア 現地調査（研修視察）を踏まえて課題等を整理、集約 



 イ ニーズ調査を踏まえた教育機会の確保について 

○第３回検討会議  

 ① 協議内容 

  ア 今年度のまとめ 

  イ 報告書の内容検討・作成 

 

（成果） 

・研修視察を実施し、実際の夜間中学の実態やその運営等につ

いて学ぶことができた。 

・研修視察による生徒の姿や、ニーズ調査による多様な個々の

ニーズを知る中で、ひとりひとりの学習機会を保障すること

の意味の大きさを重く受け止めなければならないと感じた。 

（課題） 

・研修視察やニーズ調査の結果を踏まえて検討した結果、直ち

に夜間中学の設置を具体的に検討するに至るニーズを把握

することはできなかった。しかしながら、多様な個々のニー

ズに沿った学び直し等への対応は必要であり、今後もニーズ

は変化することも考えられることから、国の動向も見据えな

がら、すでに夜間中学を設置している京都市や他の市町村、

関係諸機関との連携も図り、引き続き適切な就学機会の提供

等についての方法を検討していく必要がある。 

 


